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目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　定年退職後等において、高齢者が臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に

係わる就業を通じて、社会参加を希望する高齢者の就業機会の増大を図る。

内容

（手段）

　シルバー人材センターにおいて、60歳以上の就業希望の方をシルバー人材センターの会

員として登録し、同センターが就業機会として確保した仕事をその会員に対して斡旋、若しく

は派遣を行った。

　（社）小牧市シルバー人材センターに対して、高齢者能力活用推進事業費補助金（26,000

千円）を運営費等として助成した。

　シルバー人材センター年会費（１人当たり）1,000円／年

◆25年度直接経費の内訳

地域福祉課

長寿福祉係

4

高齢者能力活用推進事業費補助金交付要綱

1

平成３０年度以降

高齢者福祉

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援します

1

平成１２年度以前

保健・福祉

3

～

根拠法令・個別計画

2

担当部

担当係

事業番号 121

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

健康福祉部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 高齢者能力活用推進事業

会計区分 事業類型 一般

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

受益者負担

Ｈ26予算額Ｈ23決算額

32,05026,050

0.05

◆25年度直接経費の内訳

全国シルバー人材センター協会負担金　50千円、高齢者能力活用推進補事業助金　26,000

千円
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達成状況

シルバー人材センター会員数及び年間就業延人数について、目標を下回ったが、就

業率は前年度と横ばいであった。
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事業実施におけ

る課題

経済状況が回復し、人手不足により直接雇用の増加、また、再雇用制度により60歳

代の会員入会が減少している。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

シルバー人材センターにおいて、高齢者雇用の拡大をを行うために、新たな派遣先の

開拓を行う。
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２７年度以降

の改善案

引き続き、シルバー人材センターにおいて、高齢者雇用の拡大をを行うために、新た

な派遣先の開拓を行う。
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果果果果

今後の高齢社会において、高齢者の生きがい対策等として必要性があるため。判定理由

高年齢者の雇用の安定等に関する法律によりシルバー人材センターが法制化されて

おり、今後の高齢社会における生きがい対策等に必要性があることから、シルバー人

材センターの運営に係る経費を補助するものであり、補助を無くせば、社会参加を希

望する高齢者の就業機会を失うとともに、運営そのものに支障をきたすこととなる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


